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史

中
国
古
代
の
春
秋
か
ら
戦
国
に
か
け
て
の
時
代
は
永
い
中
国
の
歴

史
上
に
あ
っ
て
一
大
変
革
期
で
あ
っ
た
。
極
言
す
れ
ば
所
謂
る
周
封

建
制
が
崩
潰
し
て
、
き
た
る
べ
き
秦
漢
帝
国
へ
と
む
か
う
過
渡
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
社
会
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、
西
周
以
来
の
旧
国
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
或
は
表
徴
し
、
或
は
滅
亡
し
、
或
は
簑
奪
さ
れ
、

或
は
分
裂
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
春
秋
時
代
を
通
じ
て
、
さ
ら
に

は
戦
国
時
代
に
い
た
っ
て
も
、
常
に
南
方
の
雄
と
し
て
強
大
を
誇
っ

た
の
が
「
楚
」
で
あ
る
。

本
小
論
は
、
こ
の
楚
の
安
定
性
を
維
持
し
た
所
以
を
、
主
と
し
て
王

権
と
世
族
勢
力
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
し
た
試
論
で
あ
る
。

）．（

さ
て
春
秋
時
代
は
世
族
執
政
の
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
世
族
の
執

政
と
は
、
す
な
わ
ち
公
宝
か
ら
出
自
し
た
公
族
が
、
同
姓
世
族
と
し

て
「
公
室
を
中
心
に
し
た
支
配
氏
族
集
団
を
形
成
し
て
政
治
的
支
配

を
行
う
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
春
秋
時
代
の
中
原
諮

国
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
と
や
や
趣
を
異
に
す
る

の
が
西
北
の
晋
で
あ
る
。
晋
に
お
い
て
は
、
そ
の
世
族
の
多
く
が
異

姓
の
世
族
に
ょ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
今
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
楚
は
前
者
の
パ
タ
ー
ソ

に
属
す
る
。

左
図
は
楚
の
王
室
と
同
姓
世
族
と
の
出
自
関
係
を
表
わ
し
た
も
の

で
あ
る
。
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同
姓
世
族
と
し
て
は
闘
氏
・
成
氏
・
高
氏
（
還
氏
）
・
屈
氏
・
陽

氏
・
嚢
氏
・
沈
氏
等
が
あ
り
、
他
に
同
姓
と
思
わ
れ
る
も
の
に
熊
氏

・
申
叔
氏
・
申
氏
・
養
氏
・
伍
氏
」
済
民
・
観
氏
等
が
あ
る
。
そ
し

一
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て
異
姓
の
世
族
と
し
て
は
、
晋
か
ら
亡
命
し
て
き
た
伯
氏
、
鄭
か
ら

来
奔
し
た
然
氏
、
呉
か
ら
の
堂
糸
氏
、
さ
ら
に
斉
か
ら
の
管
氏
等
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
令
夢
・
司
馬
・
顎
敦
と
い
っ
た
顕
職
に
就
く
世
族

は
、
ほ
と
ん
ど
同
姓
世
族
に
限
ら
れ
て
い
る
。

題
で
は
執
政
官
を
「
合
戸
」
と
呼
ぶ
が
、
清
儒
顧
株
高
が
「
子
文

よ
り
以
後
、
闘
氏
・
成
氏
・
高
氏
・
遣
氏
・
陽
氏
の
若
き
は
皆
公
族

の
子
孫
世
々
相
受
く
。
絶
え
て
異
姓
を
以
て
令
努
と
為
す
を
聞
か

①

ず
」
と
述
べ
る
如
く
、
『
左
伝
』
に
み
え
る
今
戸
の
二
十
八
人
中
二

十
七
人
ま
で
が
同
姓
世
族
と
公
子
群
に
ょ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
司
馬
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
英
数
に
い
た
っ
て
は
屈
氏
の

⑧

世
襲
の
官
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
他
の
中
原
諸
国
と
同
様
に
同

姓
世
族
型
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
少
し
く
詳
細
に
検
討
し
て
み
る

と
、
楚
の
一
つ
の
特
色
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

楚
の
世
族
の
消
長
を
概
観
し
て
み
る
と
、
春
秋
初
期
の
有
力
世
族

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
闘
氏
・
成
氏
・
萬
氏
等
は
春
秋
中
期
の
荘
王
時

代
に
そ
の
姿
を
消
し
、
中
期
以
降
は
公
子
群
に
ょ
っ
て
政
権
が
担
当

さ
れ
、
後
期
に
な
っ
て
か
ら
は
新
た
な
る
世
族
で
あ
る
陽
氏
・
嚢
氏

・
沈
氏
が
活
躍
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
楚
の
執
政
椎
を
擦
る
の
は
、

ち
か

常
に
、
王
室
に
親
い
新
し
い
世
族
も
し
く
は
公
子
群
な
の
で
あ
っ

二
〇

て
、
こ
の
事
実
は
他
の
同
姓
世
族
型
の
諸
国
と
比
放
し
た
場
合
に
ょ

り
明
確
と
な
る
と
こ
ろ
の
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
以
下
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
略
述
し
ょ
う
。

ま
ず
魯
で
あ
る
が
、
春
秋
期
以
前
の
世
族
と
し
て
は
孝
公
出
自
の

滅
孫
氏
・
展
氏
・
郡
民
、
恵
公
出
自
の
施
氏
が
あ
り
、
春
秋
時
代
の

世
族
と
し
て
は
桓
公
（
B
・
C
・
ロ
ー
～
忠
告
出
自
の
、
後
世
三
桓
と
呼
ば

れ
た
孟
孫
氏
・
仲
孫
氏
・
季
孫
氏
が
あ
り
、
さ
ら
に
孟
孫
氏
か
ら
は

子
服
氏
が
、
仲
孫
氏
か
ら
は
叔
仲
氏
が
出
た
。
ま
た
荘
公
（
B
・
C
・
＄
∽

～
宍
豊
か
ら
は
東
門
氏
が
、
文
公
（
p
C
・
竃
①
～
雷
①
）
か
ら
は
子
叔
氏

が
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
同
姓
の
世
族
が
魯
の
政
椎
を
左
右
し
て
い

た
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
世
族
の
大
部
分
が
春
秋
初

期
に
公
室
か
ら
出
自
し
た
世
族
で
あ
っ
て
、
特
に
三
桓
氏
は
春
秋
を

終
え
る
ま
で
常
に
強
い
勢
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

次
に
斉
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
春
秋
以
前
に
公
室
か
ら
出
た
と
伝

え
ら
れ
る
高
・
国
二
氏
が
、
上
卿
と
し
て
終
始
政
樺
を
担
当
し
て
い

た
。
そ
し
て
春
秋
中
期
に
入
っ
て
か
ら
は
慶
氏
・
高
氏
（
上
卿
の
高

氏
と
は
別
）
及
び
欒
氏
も
有
力
に
な
っ
た
。
だ
が
彼
等
に
は
高
・
国

二
氏
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
力
が
な
く
、
や
が
て
異
姓
の
陳
氏
に
よ
っ
て
国

を
奪
わ
れ
た
。
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鄭
に
も
有
名
な
穆
公
（
P
C
・
の
N
↓
～
S
e
か
ら
出
た
世
族
の
所
謂
る

七
穆
（
竿
氏
・
脚
氏
・
豊
氏
・
源
氏
・
印
氏
・
国
民
・
良
民
）
が
あ

り
、
春
秋
中
期
以
降
の
鄭
の
国
政
は
す
べ
て
七
穆
に
掌
担
さ
れ
て
い

た
。
春
秋
時
代
き
っ
て
の
名
宰
相
と
い
わ
れ
た
子
産
は
、
七
穆
中
の

国
民
に
属
す
る
。

宋
で
は
、
春
秋
以
前
の
戴
公
出
自
の
戴
族
　
（
華
氏
・
楽
氏
・
皇

氏
・
老
氏
）
と
、
春
秋
初
期
の
桓
公
（
B
．
C
．
宗
－
～
昂
じ
か
ら
出
た
桓

族
（
魚
氏
・
鱗
氏
・
蕩
氏
・
向
氏
）
　
が
あ
っ
た
。
こ
の
外
に
荘
公

（
P
C
・
さ
ゆ
～
＄
N
）
か
ら
出
た
仲
氏
、
文
公
（
P
C
・
β
○
～
伊
①
豊
か
ら
出

た
霊
氏
も
あ
っ
た
が
、
改
植
は
す
べ
て
前
掲
の
戴
・
桓
二
族
に
ょ
っ

て
担
当
さ
れ
、
こ
の
二
族
の
抗
争
に
よ
っ
て
宋
は
し
ば
し
ば
混
乱
に

陥
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
に
述
べ
た
魯
・
斉
・
鄭
・
宋
等
の
四
国
の
世
族
を
通
じ

て
窺
わ
れ
る
事
実
は
、
春
秋
の
比
較
的
早
期
に
世
族
と
し
て
の
地
位

と
実
力
と
を
確
立
し
た
も
の
が
、
春
秋
末
期
ま
で
そ
の
勢
力
を
維
持

し
た
こ
と
、
及
び
こ
れ
ら
の
有
力
世
族
に
と
っ
て
の
最
大
の
敵
が
各

時
代
の
公
室
か
ら
出
自
す
る
公
子
群
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
者
問
の
抗

争
が
し
ば
し
ば
内
乱
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
楚
に
お
い
て
は
諸
国
と
異
な
っ
て
、
前
述
の
通
り
、

春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

常
に
王
室
に
親
い
世
族
も
し
く
は
公
子
群
に
ょ
っ
て
か
わ
る
が
わ
る

政
権
が
担
当
さ
れ
、
い
わ
ば
世
族
の
新
陳
代
謝
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
世
族
間
な
い
し
は
世
族
と
公
子
群
と
の
問
の
抗
争
も
極

め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
果
た
し
て
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
楚
の
世
族
の
消
長
に

つ
い
て
よ
り
詳
細
に
考
察
し
て
み
ょ
う
。

＼
．
．
ノ二（

次
豆
の
図
表
は
、
楚
王
と
公
子
群
・
同
姓
世
族
と
の
出
自
関
係
を
、

時
代
の
先
後
を
考
慮
に
入
れ
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
中

の
実
線
I
は
、
そ
の
公
子
・
世
族
が
『
左
伝
』
み
え
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
夢
を
は
し
園
で
、
司
馬
を
ば
d
岬
1
、
英

数
を
ば
臼
の
記
号
で
示
し
、
こ
れ
ら
の
顕
職
に
就
い
た
世
族
の
族

人
、
公
子
の
在
職
期
間
を
記
し
て
執
政
棒
の
移
行
を
あ
ら
わ
し
た
。

こ
れ
に
ょ
っ
て
我
々
は
楚
の
執
政
権
は
常
に
王
室
に
親
い
も
の
に
ょ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

今
、
右
の
図
表
に
拠
り
つ
つ
楚
に
お
け
る
王
室
と
世
族
と
の
関
係
を

個
別
的
に
考
察
す
る
。

図
表
中
の
何
は
、
荘
王
の
九
年
（
P
C
壷
試
）
に
起
き
た
「
若
敦
氏

二
一
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の
乱
」
に
ょ
る
闘
氏
の
滅
亡
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
若
敦
氏
と
は
、

前
掲
の
図
表
に
も
明
ら
か
な
如
く
闘
氏
が
若
散
に
出
自
す
る
世
族
で

あ
る
た
め
に
そ
う
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
左
伝
』
宣
公
四
年
に

は
、
「
若
散
氏
の
乱
」
の
主
人
公
で
あ
る
闘
椒
の
出
生
に
始
ま
り
、

闘
椒
が
反
乱
を
企
て
る
ま
で
の
経
緯
と
闘
椒
の
敗
北
に
至
る
ま
で
の

反
乱
の
推
移
な
ど
の
記
載
、
及
び
令
芦
子
文
（
闘
穀
於
菟
）
　
の
遺
徳

を
し
の
ぶ
楚
王
が
、
闘
氏
の
存
続
を
は
か
ら
う
叙
述
が
み
え
る
。
し

か
し
こ
こ
で
は
闘
柳
が
乱
を
企
て
た
直
接
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
が

記
さ
れ
て
い
な
い
。
尤
も
『
史
記
』
楚
世
家
に
お
い
て
は
、
そ
の
原

⑧

因
を
あ
る
人
の
王
へ
の
革
言
に
求
め
る
記
載
は
あ
る
が
、
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
少
し
く
時
代
を

調
っ
て
検
討
す
る
に
、
「
若
敦
氏
の
乱
」
が
起
き
る
二
十
年
以
前
の

こ
と
と
し
て
、
『
左
伝
』
偉
公
三
十
三
年
の
条
に
は
、
陽
処
父
の
率

い
る
晋
軍
と
抵
水
を
さ
し
は
さ
ん
で
対
陣
し
た
令
草
子
上
（
闘
勃
）

が
、
太
子
商
臣
と
大
孫
伯
（
成
大
心
）
と
の
謀
略
に
ょ
つ
て
毅
さ
れ

④

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
太
子
商
臣
は
そ
の
翌
年
に
父
君
成
王
を

瑚
し
て
自
立
し
穆
王
と
な
っ
た
。

一
体
、
成
王
・
趣
王
当
時
の
楚
に
お
け
る
有
力
世
族
に
は
、
成
王

春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

よ
り
六
代
以
前
の
楚
王
＝
若
散
よ
り
出
た
と
い
わ
れ
る
闘
氏
・
成
氏

が
あ
り
、
ま
た
若
散
の
孫
に
当
た
る
蜘
冒
と
武
王
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

°

出
自
す
る
高
氏
と
屈
氏
が
あ
っ
た
。
中
で
も
闘
氏
が
最
も
有
力
で
あ

っ
て
多
く
の
令
声
を
出
し
て
い
る
。
闘
氏
に
次
ぐ
有
力
世
族
は
成
氏

で
あ
り
、
高
氏
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
令
夢
を
め
ぐ
っ
て
対
立
意

識
が
生
ず
る
の
は
自
然
の
趨
勢
で
、
太
子
商
臣
は
、
こ
の
世
族
の
対

立
意
識
を
巧
み
に
利
用
し
、
大
孫
伯
に
結
び
つ
き
、
子
上
を
殺
し
た

の
に
相
違
な
い
。
子
上
の
後
に
令
努
と
な
っ
た
人
物
が
成
氏
に
属
す

る
大
孫
伯
（
成
大
心
）
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
。

ま
た
『
左
伝
』
文
公
十
年
の
条
に
は
、
楚
の
汚
巫
商
似
な
る
も
の

が
、
成
王
・
子
玉
（
成
得
臣
）
・
子
西
（
闘
宜
申
）
　
の
三
人
は
天
寿

を
全
う
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
て
い
た
が
、
果
た
し
て
、
そ

の
予
言
の
通
り
子
西
が
穆
王
に
ょ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
し
、
文
公
十
四
年
の
条
に
も
、
荘
王
の
代
に
闘
克
（
子
儀
）
が

殺
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
三
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
若
散
氏
の
乱
」
が

起
き
る
ま
で
の
二
十
余
年
間
に
、
当
時
の
有
力
世
族
で
あ
っ
た
闘
氏

の
族
人
が
次
々
と
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
で
「
若

散
氏
の
乱
」
は
、
楚
王
の
闘
氏
抑
圧
政
策
の
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の

二
三
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春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
荘
王
に
関
す
る
多
く
の
説
話
の
う
ち
、
「
三
年
蛮
ば

ず
鳴
か
ず
」
の
説
話
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
史
記
』
楚
世
家
に

荘
王
即
位
、
三
年
不
出
号
令
、
日
夜
為
楽
。
令
国
中
日
、
有
敢

諌
老
死
無
敵
。
伍
挙
入
謙
。
荘
王
左
抱
鄭
姫
、
右
抱
越
女
、
坐

鍍
鼓
之
間
。
伍
挙
日
、
願
有
進
隠
。
日
、
有
島
在
於
卓
。
三
年

不
孝
不
鳴
。
是
何
鳥
也
。
荘
王
日
、
三
年
不
賓
、
蛮
将
坤
天
。

三
年
不
鳴
、
鳴
将
驚
人
。
挙
退
夷
。
吾
知
之
。
暦
数
月
、
淫
益

甚
。
大
夫
蘇
従
乃
八
謙
。
王
日
、
若
不
問
令
乎
。
対
日
、
殺
身

以
明
君
、
臣
之
駁
也
。
於
是
乃
罷
淫
楽
、
聴
政
。
所
誅
老
数
百

人
、
所
進
老
数
百
人
。
任
伍
挙
・
蘇
従
以
政
。
国
人
大
説
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
の
荘
王
説
話
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
重
言
篇

・
『
韓
非
子
』
喩
老
篇
・
『
説
苑
』
正
諌
篇
・
『
新
序
』
雑
事
篇
等
に

も
み
え
る
。
尤
も
こ
れ
ら
の
文
献
上
に
お
け
る
荘
王
説
話
に
は
多
く

の
異
同
が
あ
る
と
は
い
え
、
H
荘
王
即
位
当
初
の
三
年
間
、
荘
王
が

政
治
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
⇔
忠
臣
の
諌
言
を
聞
き
入
れ
て
政
治
を

始
め
た
こ
と
、
ま
た
荘
王
自
身
も
満
を
持
し
て
い
た
こ
と
、
臼
荘
王

が
政
治
を
始
め
る
に
当
た
り
大
幅
な
人
員
整
理
と
人
材
登
用
を
行
な

っ
た
と
い
う
三
点
に
関
し
て
は
一
致
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
説

二
四

話
は
『
左
伝
』
に
み
え
ず
、
ま
た
説
話
で
あ
る
が
故
に
そ
の
ま
ま
す

べ
て
を
事
実
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
荘
王
治
政
の
初
期
の
実

態
を
あ
る
程
度
ま
で
反
映
し
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

『
左
伝
』
に
よ
れ
ば
、
荘
王
即
位
の
初
頭
に
は
前
述
の
子
儀
の
内

乱
と
異
常
な
大
飢
箆
1
楚
に
お
い
て
飢
饉
の
例
は
こ
れ
の
み
で
あ

る
　
ー
　
と
、
こ
れ
に
乗
じ
た
西
戎
・
百
濃
の
侵
入
な
ど
に
よ
る
混
乱

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
荘
王
説
話
中
の
「
三
年
蛮
ば
ず
鳴
か

ず
」
と
い
う
部
分
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
し
て
一
連
の
殺
害

事
件
に
基
因
す
る
闘
氏
の
衰
退
は
本
説
話
中
の
「
誅
す
る
所
の
も
の

⑤

数
百
人
な
り
」
に
照
応
し
、
馬
文
猟
（
孫
叔
敦
）
の
登
用
は
本
説
話

中
の
「
進
む
る
所
の
も
の
数
百
人
な
り
」
に
合
致
す
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
「
若
敦
氏
の
乱
」
は
荘
王
の
闘
氏
抑
圧

政
策
の
た
め
に
起
き
た
も
の
と
み
て
ほ
ぼ
大
過
な
か
ろ
う
。

ま
た
、
『
左
伝
』
に
お
け
る
「
若
敦
氏
の
乱
」
の
記
載
よ
り
少
し

前
の
部
分
に
令
草
子
孔
（
成
嘉
）
の
名
が
み
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ

以
後
『
左
伝
』
に
成
氏
は
登
場
し
な
い
。
す
る
と
、
闘
氏
は
も
ち
ろ

ん
成
氏
と
い
っ
た
有
力
世
族
も
荘
王
の
時
代
に
姿
を
消
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
荘
王
の
没
後
に
は
萬
氏
も
鳴
り
を
ひ
そ
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
後
述
を
待
っ
て
明
ら
か
と
な
る
が
、

49



荘
王
個
人
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
楚
王
室
に
世
族
抑
圧
政
策
が
存
在

し
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

図
表
中
の
叫
は
、
公
子
側
の
日
登
　
公
子
嬰
斉
の
病
死
、
公
子

三
夫
の
殺
害
を
示
す
。
公
子
側
（
司
馬
子
反
）
は
　
「
部
陵
の
役
」

（
P
C
・
S
勇
「
に
お
い
て
晋
に
敗
北
し
た
責
任
を
と
っ
て
自
殺
し
、
公

子
嬰
斉
（
令
声
子
重
）
は
呉
と
の
戦
い
（
P
C
．
笥
○
）
に
放
れ
、
こ
れ

が
原
因
で
死
ん
だ
。
ま
た
公
子
壬
夫
　
（
令
芦
子
辛
）
　
に
つ
い
て
は

『
左
伝
』
裏
公
五
年
の
桑
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
そ
の
貪
欲
な
る
こ
と

に
よ
り
陳
の
反
逆
を
招
い
た
と
い
う
罪
で
王
に
殺
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
王
の
不
刑
」
な
る
行
為
が
君
子
に
よ
っ
て
不
当

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
、
楚
に
お
い
て
は
世
族
に
よ
る
王
の
報
道

事
件
は
他
国
に
比
し
て
極
め
て
少
な
い
の
に
拘
ら
ず
、
世
族
・
公
子

群
が
王
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
場
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
、
及

び
敗
戦
の
責
任
を
と
っ
て
将
軍
が
自
殺
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
荘
王
時
代
に
姿
を
消

し
た
成
氏
の
う
ち
、
令
芦
子
玉
（
成
得
臣
）
は
魯
の
倍
公
二
十
八
年

（
B
・
C
・
B
N
）
に
起
き
た
晋
と
の
戦
争
、
所
謂
る
「
城
癖
の
役
」
に
お

い
て
敗
戦
し
、
そ
の
責
任
を
と
っ
て
自
殺
し
て
い
る
の
が
そ
の
一
例

春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

で
あ
る
し
、
図
表
㈲
中
の
公
子
側
・
公
子
嬰
斉
も
そ
の
例
と
い
え

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
我
々
は
楚
に
お
け
る
王
椎
と
世
族
と
の
間

に
お
け
る
大
い
な
る
落
差
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

図
表
中
の
の
は
、
『
左
伝
』
裏
公
二
十
二
年
の
条
に
記
す
と
こ
ろ

の
令
声
子
南
の
殺
害
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
観
起
な
る
人

物
が
令
声
子
南
に
寵
が
あ
り
、
身
分
不
相
応
な
待
遇
を
受
け
て
お

り
、
楚
の
国
人
が
こ
れ
を
忌
ん
だ
た
め
、
楚
王
が
こ
れ
を
殺
し
、
さ

ら
に
令
芦
子
南
を
も
殺
害
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

こ
こ
で
二
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
春
秋
中
期
以

降
、
宗
法
的
秩
序
の
弛
緩
に
伴
い
、
そ
の
貴
族
社
会
の
最
下
層
を
構

成
し
た
「
士
」
が
浮
動
層
と
し
て
放
出
さ
れ
、
か
か
る
血
縁
的
紐
帯

か
ら
逸
脱
し
た
有
力
多
能
の
士
を
多
く
集
め
、
か
れ
ら
を
君
主
の
側

近
・
自
衛
の
私
臣
と
し
て
登
用
す
る
と
い
う
風
が
、
諸
国
の
公
室
の

み
な
ら
ず
、
有
力
世
族
の
私
門
の
間
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
し
て
、
か
か
る
私
臣
こ
そ
が
、
や
が
て
は
ど
な
く
あ
ら
わ

れ
て
く
る
官
僚
体
制
を
生
む
重
要
な
人
的
基
盤
と
し
て
、
新
し
い
歴

史
的
使
命
を
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
、
す
で
に
増
淵
龍
夫
氏
の
詳
論

⑦

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
私
臣
に
対
し

て
、
宗
法
的
秩
序
を
重
ん
ず
る
『
左
伝
』
は
、
そ
の
宗
法
的
秩
序
を

二
五
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春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

破
壊
す
る
も
の
と
し
て
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
に
あ
げ
た
『
左
伝
』
裏
公
二
十
二
年
の
記
載
の
令
声
子

南
と
観
起
と
の
関
係
も
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
私

臣
を
養
う
と
い
う
風
潮
が
当
時
の
楚
に
み
え
る
こ
と
は
、
同
じ
く

『
左
伝
』
裏
公
二
十
二
年
の
条
に
記
さ
れ
た
、
遺
子
梶
と
申
叔
像
と

⑧

の
対
話
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
令
声
子
南

の
殺
害
事
件
は
、
楚
の
か
か
る
風
潮
に
対
す
る
楚
王
の
警
告
で
あ
っ

た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

令
声
子
南
の
事
件
以
後
、
今
戸
の
職
は
旧
族
の
遺
子
好
へ
と
わ
た

り
、
そ
し
て
同
じ
く
旧
族
の
屈
瞳
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
楚
王
が
新
た
に
進
出
し
て
く
る
多
く
の
世
族
を
抑
え
る
た
め

に
、
旧
来
の
世
族
に
再
び
棒
力
を
与
え
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
当

時
の
楚
に
お
い
て
新
世
族
の
多
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
子
鵜
が
令
ヂ
と

わ
か

な
る
以
前
の
こ
と
と
し
て
、
「
国
に
寵
多
く
し
て
王
は
弱
し
」
　
（
『
左

伝
』
裏
公
二
十
一
年
の
条
）
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

図
表
中
の
の
は
、
霊
王
の
報
道
事
件
を
あ
ら
わ
す
。
楚
で
は
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
政
権
担
当
者
が
す
べ
て
同
姓
の
世
族
に
ょ
っ
て

占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
・
霊
王
の
時
代
に
い
た
っ
て
外
国
か

二
六

ら
の
亡
命
者
を
も
重
用
す
る
傾
向
が
み
え
る
。
『
左
伝
』
昭
公
四
年

こ
、

冬
、
呉
伐
楚
、
以
報
朱
方
之
役
。
楚
沈
ヂ
射
　
奔
命
於
夏
柄
。

就
労
宣
告
城
鍾
離
。
還
啓
彊
奴
巣
。
然
丹
城
州
来
。

と
あ
る
記
載
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
蔵
夢
宜
答
は
も
と
陳

の
大
夫
で
あ
り
、
十
三
年
前
に
楚
に
亡
命
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た

こ
こ
に
み
え
る
然
丹
は
郷
の
穆
公
の
孫
で
あ
り
、
七
稜
の
内
紛
に
よ

り
十
七
年
に
楚
に
釆
奔
し
た
人
物
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
左
伝
』
昭
公
七
年
の
姦
並
び
に
『
史
記
』
楚
世
家
霊

王
七
年
の
条
に
ょ
れ
ば
、
霊
王
が
章
華
の
宮
に
他
国
か
ら
の
亡
命
者

の
み
な
ら
ず
、
国
内
の
亡
人
を
も
か
く
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

⑨る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
霊
王
は
旧
来
の
世
族
の
み
に
頼
ら
ず
、

新
し
い
人
材
に
ょ
っ
て
治
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
の

で
述
べ
た
令
芦
子
南
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
王
室
の
強

化
を
は
か
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

霊
王
は
ま
た
国
外
に
対
し
て
も
「
県
」
と
い
う
強
い
支
配
形
態
を

と
っ
て
い
た
。
楚
の
侵
略
行
動
は
遠
く
春
秋
初
期
か
ら
は
じ
ま
り
、

ま
た
「
県
」
と
い
う
支
配
形
態
も
楚
の
武
王
当
時
か
ら
あ
っ
た
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
河
南
南
陽
の
申
・
息
を
そ
の
最
北
前
線
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と
す
る
も
の
で
、
・
中
原
諸
国
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
し
か
る
に

霊
王
時
代
に
い
た
っ
て
二
気
に
中
原
の
陳
・
賽
を
県
に
し
て
い
る
。

以
上
、
霊
王
の
国
内
外
に
お
け
る
政
策
を
み
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
か
な
り
急
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
霊
王
の
こ

の
政
策
は
失
敗
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
楚
の
氏
族
制
的
体
制
は
強

固
な
も
の
で
あ
り
、
楚
王
の
側
か
ら
も
こ
れ
を
破
壊
す
る
に
は
多
く

の
障
害
が
あ
っ
た
し
、
中
原
の
伝
統
あ
る
旧
国
の
氏
族
勢
力
は
依
然

と
し
て
侮
り
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
『
左
伝
』
昭
公
十
三
年
の
条

に
よ
れ
ば
、
楚
の
国
内
の
旧
世
族
で
あ
る
違
氏
・
闘
氏
と
、
許
・
賽

等
の
外
国
の
残
存
氏
族
勢
力
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
内
乱
が
起
こ
り
、

道
民
・
闘
氏
は
霊
王
の
兄
弟
で
あ
る
公
子
黒
肱
・
公
子
比
・
公
子
乗

疾
を
擁
し
て
霊
王
を
御
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
三
兄
弟
の
抗
争
の
末
、
季
弟
の
公
子
棄
疾
が
即

位
し
た
。
す
な
わ
ち
平
王
で
あ
る
。
平
王
は
即
位
の
後
、
合
戸
と
し

て
旧
世
族
の
一
つ
で
あ
る
闘
氏
を
再
び
登
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

栂
に
お
け
る
違
氏
・
屈
氏
の
場
合
と
同
様
の
意
図
が
あ
る
の
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
『
左
伝
』
昭
公
十
四
年
の
条
に
よ
れ
ば
、
開
成
然
も
殺

さ
れ
、
令
努
の
職
は
王
室
に
親
い
陽
氏
、
そ
し
て
嚢
氏
へ
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

図
表
中
の
㊤
は
、
呉
と
の
「
柏
挙
の
役
」
に
お
け
る
敗
戦
に
ょ
る

今
戸
子
常
（
襲
瓦
）
の
出
奔
と
、
司
馬
沈
努
戊
の
戦
死
と
を
あ
ら
わ

す
。
こ
れ
よ
り
後
、
令
努
・
司
馬
の
職
は
昭
王
の
庶
兄
で
あ
る
公
子

申
（
子
西
氏
）
・
公
子
結
（
子
期
氏
）
　
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

図
表
中
の
酌
は
、
『
左
伝
』
哀
公
十
六
年
の
記
事
に
み
え
る
「
自

公
勝
の
乱
」
に
よ
る
令
草
子
西
・
司
馬
子
期
の
殺
害
を
あ
ら
わ
す
。

自
公
膵
と
は
平
王
の
太
子
で
あ
っ
た
趣
の
子
で
あ
る
。
麹
は
魯
の
昭

公
十
九
年
（
P
C
・
訂
）
に
平
王
に
よ
っ
て
国
外
に
遭
放
さ
れ
て
、
讃

太
子
建
　
－
　
白
公
勝

令司公

芦
子

馬
子

子

西

1

公

孫

寧

期
－
－
公
孫
寛

啓三
　
－
　
恵
　
三

国
を
遍
歴
し
た
の
ち
鄭
に
お
い

て
客
死
し
た
が
、
そ
の
子
の
勝

は
呉
に
い
た
。
こ
れ
を
令
声
子

西
が
楚
に
復
帰
せ
し
め
た
の
で

あ
る
が
、
自
公
膵
自
身
も
国
内

79

復
期
を
期
し
て
い
た
こ
と
は
『
左
伝
』
哀
公
十
六
年
の
記
載
か
ら
も

⑲

知
ら
れ
る
。
国
内
に
復
帰
し
た
後
反
乱
を
起
こ
し
た
膵
は
、
令
勢
子

西
・
司
馬
子
期
・
公
子
啓
を
殺
害
し
、
恵
王
を
脅
す
に
い
た
っ
た

が
、
楚
の
国
人
層
の
支
持
を
背
景
と
す
る
薬
公
子
高
の
抵
抗
に
遭
い

自
殺
す
る
。
そ
し
て
令
努
・
司
馬
の
職
は
薬
公
子
高
（
沈
讃
染
）
に

ょ
っ
て
兼
任
さ
れ
、
薬
公
は
や
が
て
令
努
の
官
は
子
西
の
子
の
公
孫

二
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春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

寧
に
、
司
馬
の
官
は
子
期
の
子
の
公
孫
寛
に
譲
っ
た
。

＼
－
ノ三（

以
上
、
㈲
・
㈲
・
栂
・
㊥
・
㈲
・
田
に
わ
た
っ
て
、
楚
に
お
け
る

王
権
と
世
族
勢
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
の
は
、
春
秋

時
代
の
他
の
諸
国
に
比
較
し
て
、
楚
の
国
が
終
始
安
定
を
保
ち
つ
づ

け
た
原
因
と
し
て
、
楚
の
王
室
が
世
族
勢
力
の
増
大
を
阻
止
す
る
何

ら
か
の
処
置
を
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
『
左
伝
』
・
『
史
記
』
等
に
は
、
春
秋
時
代
の
楚
に
於
て
王
室
が

世
族
を
抑
圧
す
る
法
的
処
置
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
明
確
な
記
載

は
寡
兄
の
及
ぶ
と
こ
ろ
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
右
の
考
察

に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
楚
に
お
い
て
は
事
あ
る
ご
と
に
執
政
椎
は

王
室
に
親
い
も
の
に
ょ
っ
て
掌
担
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
楚
に
は

世
族
を
抑
圧
す
る
政
策
が
伝
統
的
に
存
在
し
た
と
み
な
す
べ
き
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
『
韓
非
子
』
喩
老
籍
に
は

⑪

楚
荘
王
既
勝
晋
干
河
薙
。
帰
而
賞
孫
叔
散
。
孫
叔
敦
請
漢
間
之

地
・
沙
石
之
処
。
楚
邦
之
法
禄
臣
再
世
而
収
地
。
唯
孫
叔
敦
独

在
。
此
不
以
其
邦
為
収
者
療
也
。
放
九
位
而
祀
不
絶
。
故
日
、

二
八

善
建
不
抜
、
善
抱
不
脱
。
子
孫
以
其
祭
祀
世
世
不
壕
。
孫
叔
致

之
謂
也
。

⑩

な
る
記
事
が
あ
り
、
ま
た
和
氏
篇
に
は

昔
者
呉
起
教
楚
悼
王
以
楚
国
之
俗
。
日
、
大
臣
大
童
、
封
君
太

⑱

衆
。
若
此
則
上
侶
主
、
而
下
虐
民
。
此
貧
国
弱
兵
之
遺
也
。
不

⑭

如
僚
封
君
之
子
孫
、
三
世
而
収
爵
禄
、
裁
滅
百
吏
之
禄
株
、
損

起
枝
解
於
楚
。

不
急
之
枝
官
、
以
率
選
練
之
士
。
悼
王
行
之
期
年
而
弟
臭
。
呉

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
ょ
れ
ば
、
春
秋
中
期
の
荘
王
時
代
に
「
藤
臣
は

再
世
に
し
て
地
を
収
め
ら
る
」
と
い
う
法
が
あ
り
、
ま
た
戦
国
初
期

に
呉
起
が
「
封
君
の
子
孫
を
し
て
一
二
世
に
し
て
爵
緑
を
収
め
し
む
」

と
い
う
法
を
断
行
し
て
枝
解
せ
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
ら
二
つ

の
記
事
が
互
に
関
連
の
あ
る
こ
と
は
『
韓
非
子
』
注
釈
家
の
多
く
が

指
摘
す
る
通
り
で
あ
り
、
『
韓
非
子
』
自
体
と
し
て
は
両
者
を
同
じ

も
の
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
春
秋
中
期
の
荘
王
時
代
に
か
か
る
明
確
な
形
の
「
法
」
が

存
在
し
た
こ
と
は
疑
問
で
あ
り
、
一
応
、
戦
国
時
代
の
呉
起
の
変
法

が
荘
王
覇
業
説
話
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
呉
起
の
変
法
が
荘
王
説
話
に
結
合
さ
れ
た
の
に
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は
、
そ
れ
だ
け
の
意
味
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
荘

王
に
は
前
節
囚
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
闘
氏
抹
殺
等
の
事
実
が
存

在
し
た
た
め
に
、
そ
し
て
そ
れ
が
戦
国
時
代
の
呉
起
の
世
族
整
理
政

策
と
共
通
す
る
面
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
呉
起
の
変
法
が
荘
王
の

覇
業
説
話
に
投
映
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
呉
起
の
変
法
と
て

も
、
呉
起
に
い
た
っ
て
創
始
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
楚
に
お
い

て
伝
統
酌
に
存
在
し
た
世
族
抑
制
政
策
を
、
さ
ら
に
徹
底
化
し
法
令

化
し
ょ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

楚
の
王
樺
が
安
定
し
て
い
た
所
以
は
、
こ
れ
を
王
権
と
世
族
と
の

関
係
に
お
い
て
の
み
に
求
む
べ
き
で
は
な
く
、
他
に
多
く
の
要
素

1
た
と
え
ば
広
大
な
債
土
、
山
川
の
険
要
を
占
め
る
地
理
的
条

件
、
物
産
を
始
め
と
す
る
経
済
的
条
件
1
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
本
小
論
に
よ
っ
て
、
楚
の
王
権
の
安
定
し
た
所

以
の
一
端
の
み
で
も
解
明
で
き
た
と
す
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

氏
莫

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
屈
氏
で
あ
る
。

A
合
戸
司
馬
莫
放
氏
族
別
表
Ⅴ

闘

一

成

一

薦

一

屈

一

陽

一

沈

一

嚢

⑧
　
『
史
記
』
楚
世
家
に
「
九
年
、

相
若
放
氏
。
人
或
議
之
王
。
恐
誅
反

註
　
①
　
顧
棟
高
「
楚
令
争
論
」
（
『
春
秋
大
事
表
』
所
収
）
。

①
　
令
声
に
つ
い
て
は
顧
棟
高
に
「
楚
令
努
表
」
が
あ
る
が
、
二
・
三

の
遺
漏
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
『
左
伝
』
に
み
え
る
司
馬
は
凡
て
二

十
七
人
で
あ
り
、
出
自
不
明
の
五
人
を
除
い
て
全
て
同
姓
の
世
族
に

ょ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
莫
敦
は
『
左
伝
』
に
六
人
み
え
る
の
み

春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

攻
王
。
王
撃
滅
若
敷
氏
之
族
」
と
あ
る
。

④
　
こ
れ
と
同
系
統
の
説
話
が
『
説
苑
』
権
謀
篇
に
み
え
る
が
、
そ
こ
で

は
太
子
商
臣
と
陽
処
父
と
の
共
謀
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
『
堆
南
子
』
説
山
訓
に
「
荘
王
誅
里
史
、
孫
放
散
制
冠
浣
衣
」
と
あ

り
、
高
注
に
「
里
史
任
臣
。
悪
人
死
、
叔
激
白
知
当
見
用
、
故
制
冠
浣

衣
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
　
『
左
伝
』
嚢
公
二
十
二
年
の
条
に
は
「
楚
観
起
有
籠
於
令
努
子
南
。

未
益
禄
而
有
馬
数
十
乗
。
楚
人
患
之
。
－
中
略
－
王
遂
殺
子
南
於
朝
、

摸
観
起
於
四
境
」
と
あ
る
。

⑦
　
増
淵
龍
夫
氏
「
戦
国
官
僚
制
の
一
性
格
」
　
（
『
中
国
古
代
の
社
会
と

国
家
』
所
収
）
。

⑧
　
『
左
伝
』
裏
公
二
十
二
年
に
は
「
有
籠
於
遺
子
者
八
人
。
皆
無
禄
而

多
馬
。
他
日
朝
、
与
申
叔
預
言
。
1
中
略
－
封
日
昔
観
起
有
籠
於
子

南
。
子
南
得
罪
観
起
草
裂
－
中
略
1
（
遼
子
馬
）
辞
八
人
者
、
而
後
王

安
之
」
と
あ
る
。

二
九
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春
秋
時
代
に
お
け
る
楚
国
の
世
族
と
王
権
（
野
間
）

⑨
　
『
左
伝
』
昭
公
七
年
の
条
に
「
（
霊
王
）
及
即
位
、
為
章
華
之
官
、
納

亡
人
以
実
之
。
無
宇
之
閻
入
焉
0
無
宇
執
之
。
有
司
弗
与
。
日
執
人
於

王
宮
、
其
罪
大
臭
。
執
而
謁
諸
王
。
王
将
飲
酒
。
無
宇
辞
而
日
、
天
子

経
略
、
諸
侯
正
対
、
古
之
制
也
。
封
略
之
内
、
何
非
君
土
、
食
土
之

毛
、
誰
非
君
臣
。
1
中
略
－
周
文
王
之
法
目
、
有
亡
荒
関
、
所
以
得
天

下
也
。
吾
先
君
文
王
作
僕
区
之
法
日
、
盗
所
隠
器
、
与
盗
同
罪
、
所
以

封
汝
也
。
若
従
有
司
是
無
所
執
逃
臣
也
1
中
略
－
王
日
、
取
而
臣
以

往
。
盗
有
寵
、
未
可
得
也
。
遂
赦
之
」
と
あ
る
。

⑳
　
『
左
伝
』
京
公
十
年
の
記
載
に
ょ
れ
ば
、
自
公
勝
の
国
内
復
帰
に
反

対
す
る
菓
公
子
高
の
言
と
し
て
「
吾
聞
、
勝
也
好
復
言
而
求
死
士
。
殆

有
私
乎
」
と
あ
る
。

⑱
　
原
文
は
「
既
勝
狩
干
河
殖
」
に
作
る
が
、
こ
こ
は
『
韓
非
子
異
義
』

に
「
狩
、
重
文
類
襲
・
淵
鑑
類
函
作
晋
、
是
也
」
と
す
る
校
訂
に
し
た

が
っ
た
。

⑱
　
こ
れ
と
同
系
統
の
説
話
が
『
史
記
』
滑
稽
列
伝
正
義
所
引
『
呂
氏
春

秋
』
・
『
准
南
子
』
人
間
訓
に
も
み
え
る
。

⑱
　
原
文
は
「
此
貪
国
弱
兵
之
道
也
」
に
作
る
が
、
こ
こ
は
『
韓
非
子
異

義
』
の
校
訂
に
し
た
が
っ
た
。

⑭
　
原
文
は
「
絶
滅
」
に
作
る
が
、
こ
こ
は
陳
啓
歓
が
「
裁
減
」
と
す
る

校
訂
に
し
た
が
っ
た
。
（
一
九
七
一
一
、
五
二
二
〇
稿
）

（
補
記
）

本
論
所
載
の
世
系
表
は
、
主
と
し
て
陳
厚
輝
『
春
秋
世
族
譜
』
・
堂
茂

律
『
増
訂
春
秋
世
族
源
流
図
考
』
に
拠
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
）
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The Change of "Po I.Shu Chi (f£J|« fi^)"

Takao Shimomi

"Po I •EShu Chi", We know that they made much of their strong faith

for their life.

The story of "Po I •EShu Chi" was finished by Ssuma Ch'ien (W],F|S)

in "Shih Chi-Po I lieh ch'uan (å f^|t|3'IJfEC)"- We usually understand the

style of this story only by "Po I lieh ch'uan", but this story in "Shih

Chi (3£f£)" is different from that in "Meng tzu (Sl^)", "lu shih ch'un

ch'iu (Sft-^#;)", "Chuang-tzu (QJ-)", etc.

In this paper, I've shown how "Po I •EShu Chi" changed in the author

and back- ground.

Authority of King and Hereditary Peerage of the Ch'u (J£)

Dynasty in the Ch'un ch'in (i^^) period

Fumichika Noma.

In this paper I attempt to investigate the causes how the Ch'u Dynasty

could maintain its great power throughout the Ch'un ch'in period.

I study political institutions, especially, the relations of Authority of

King and Hereditary Peerage of the Ch'u Dynasty, which appear in the

Ts'o ch'uan (fefg).

In conclusion, I say that the Authority of King of the Ch'u Dynasty

adopted traditionally the policy of preventing the Hereditary Peerage

from increasing its power.

The Process of Completion of Hu-tzu Chih-yen (#3-p£flBT)

and Chih-yen I-i (^fljfllii)

Tsunenobu Takahata

Hu-tzu Chih-yen (r^^OU) written by Hu Wu-feng (-^(j2l|!i|) was pub-

lished by Chang Nan-hsien (j^J^ff). Wu-feng dftl) 's pupil. Nan-hsien

(I^ff) imparted Wu-feng (3£($) s studies quite well, although he had

met Wu-feng (2£f$) himself only twice in his life.
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